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あ
じ
さ
い
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。私
の

書
斎
の
前
に
は
、そ
の
他
ク
レ
マ
チ
ス
、ゼ

ラ
ニ
ュ
ー
ム
、バ
ラ
、ユ
リ
、桔
梗
、く
ち
な
し
、

お
し
ろ
い
花
、朝
顔
な
ど
が
置
か
れ
、毎
日

私
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。箱

館
山
ゆ
り
園
で
購
入
し
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

も
美
し
く
咲
き
始
め
ま
し
た
。

 

六
月
、日
本
東
洋
医
学
会
総
会
が
札
幌
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。前
回
は
十
年
前
の
開

催
で
す
が
、あ
っ
と
い
う
間
に
十
年
が
過
ぎ

去
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。多
く
の

医
師
と
意
見
を
交
換
し
た
り
、発
表
や
講

演
を
聞
い
た
り
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。ま
た
、三
十
数
年
来
の
友
人

に
も
暫
く
ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。友
人
夫
婦
に
案
内
さ
れ
て
、支
笏
湖
、

昭
和
新
山
を
観
光
で
き
北
海
道
の
自
然
を

満
喫
で
き
ま
し
た
。今
回
の
震
災
の
影
響
で
、

北
海
道
の
観
光
地
も
大
打
撃
を
受
け
、開

店
休
業
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
ま
し
た
。特
に
、中
国
や
韓
国
か
ら
の

観
光
客
の
激
減
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
で

し
た
。私
た
ち
が
訪
れ
た
昭
和
新
山
に
は
、

一
台
の
中
国
か
ら
の
観
光
バ
ス
が
止
ま
っ
て

い
る
の
み
で
し
た
。ま
た
、近
く
の
登
別
温

泉
の
旅
館
で
も
宿
泊
客
は
ま
ば
ら
と
の
こ

と
で
し
た
。

 

七
月
は
、大
阪
で
日
本
東
洋
医
学
会
役
員

会
が
あ
り
、皆
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

来
ま
し
た
。

　

妊
娠
中
の
蛋
白
尿
の
お
話
で
す
。

　

妊
娠
高
血
圧
症
候
群
は「
妊
娠
二
〇
週

以
降
、分
娩
後
十
二
週
ま
で
に
高
血
圧
が

見
ら
れ
る
場
合
、ま
た
は
高
血
圧
に
蛋
白

尿
を
伴
う
場
合
の
い
ず
れ
か
で
、且
つ
こ
れ

ら
の
症
候
が
偶
発
合
併
症
に
よ
ら
な
い
も

の
を
い
う
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。妊
娠

中
の
蛋
白
尿
の
み
で
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、高
血
圧
を
伴
え
ば

重
篤
な
状
態（
胎
盤
機
能
不
全
、胎
児
機
能

不
全
、早
産
、常
位
胎
盤
早
期
剥
離
、子
癇
、

H
E
L
L
P
症
候
群
な
ど
）に
な
る
こ
と

が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、同
時
に

浮
腫
を
伴
う
こ
と
も
多
く
、健
診
で
尿
蛋

白
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、安
静（
睡
眠
、昼

寝
な
ど
も
含
む
）や
食
事（
塩
分
、糖
分
、カ

ロ
リ
ー
制
限
な
ど
）に
注
意
し
な
が
ら
、必

要
に
応
じ
て
薬（
漢
方
薬
）、入
院
安
静
治

療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
は
実
例
に
移
り
ま
す
。　

三
十
六
歳
女
性
、一
五
四
㎝
、六
十
二
㎏

（
非
妊
時
五
十
一
㎏
）、妊
娠
三
十
二
週
蛋

白
尿（
三
〇
〇
㎎
）。胎
児
発
育
良
好
、血
圧

一
二
〇
〜
八
〇
、下
肢
に
浮
腫
口
渇
、便
秘

（
三
日
に
一
度
）。食
事
指
導（
塩
分
、カ
ロ
リ

ー
制
限
）と
生
活
指
導（
睡
眠
七
時
間
、昼

寝
三
〇
分
）、五
苓
散
一
日
分
処
方
。二
週

間
後
、下
肢
浮
腫
消
失
。四
週
間
後
蛋
白
尿

（
二
〇
〇
㎎
）、四
週
間
後
、蛋
白
尿（
－
）。

妊
娠
三
十
八
週
三
日
、三
二
一
〇
ｇ
男
児

玄奘法師

北海道　洞爺湖

し 

こ
つ 

こ 



不 妊 症

慢 性 膵 炎

夏 ば て

　不妊症とは正常な性生活にも拘わらず３年以上子供のできない場合を言い、原因は女性側と男性
側に分類され、甲状腺・副腎・肝臓・肺などの病気は大きな影響を及ぼします。また、女性では、子宮筋
腫や子宮内膜症や子宮奇形、卵巣囊腫、卵巣機能異常や脳下垂体や視床下部異常（排卵異常）、卵管
閉塞（クラミジア感染症）等、男性では精子異常などがあります。西洋医学的診断や治療と共に東洋医
学的な治療も有効です。

  もともと、胃腸（脾）の弱い方、イライラする方、上半身に比べ下半身の弱い方。暑さや湿気や冷
房で、食欲、発汗、排尿、排便が不調になり、疲れ、だるさ、むくみ、意欲低下、不眠、微熱の続く方。
ぜひ漢方薬をお試し下さい。体のだるさ、食欲不振、むくみなどの症状が取れてきます。その他の
身体症状も改善し体力も強化されます。      
  

　

二
十
八
歳
女
性
、一
六
九
㎝
、六
〇
㎏
、

夏
ば
て
、食
欲
不
振
、頭
痛
、軟
便
傾
向
、め

ま
い
、動
悸
を
訴
え
て
来
院
。顔
は
や
や
む

く
み
、両
頬
紅
潮
。腹
は
弾
力
性
な
く
、心

下
痞
硬
、胸
脇
苦
満
、下
腹
部
は
軟
弱
。脈

は
浮
数
弱
。舌
は
淡
紅
色
、乾
白
黄
苔
。そ

こ
で
、清
暑
益
気
湯
＋
五
苓
散
を
処
方
。二

週
間
後
、症
状
軽
減
。一
ケ
月
後
、平
常
の

食
欲
、便
通
に
回
復
。廃
薬
。

　

次
回
は
、老
人
と
漢
方 

Ⅱ
で
す
。

                                           　
﹇
院
長
﹈

 上腹部痛、腰背部痛（疼痛は持続性または間欠的）、吐き気・嘔吐、食欲不振、腹部膨満感などの症
状があれば、慢性膵炎も疑って、診察を受けてください。血液検査、画像検査（超音波、ＣＴ）、内視鏡
検査等が診断の手掛りになります。治療は節酒・禁酒、脂肪の多い食事（脂肪量を１日４０ｇ以下）
や過食を避け、コーヒーや香辛料の制限、心身の安静、鎮痛薬や鎮痙薬、消化酵素薬服用などです。
漢方薬が有効な場合も多く見られます。      
  

分
娩
。産
後
も
尿
蛋
白（
－
）。

　

三
十
五
歳
女
性
、一
六
〇
㎝
、五
八
㎏
、

不
妊
症（
他
院
に
て
卵
巣
機
能
正
常
、Ｉ
Ｖ

Ｆ
を
勧
め
ら
れ
た
）、便
秘（
五
日
に
一
回
）

に
て
来
院
。顔
、明
る
さ
に
か
け
、腹
診
に
て
、

腹
部
緊
張
中
程
度
、乾
燥
皮
膚
、胸
脇
苦
満
、

両
側
腹
直
筋
緊
張
、臍
上
悸（
＋
）、臍
傍
抵

抗
圧
痛
、Ｓ
字
状
結
腸
部
に
抵
抗
。脈
浮
、

弦
、遅
。舌
、淡
暗
紫
紅
色
、乾
燥
、白
苔
、瘀

斑
、舌
下
静
脈
怒
張
。子
宮
や
や
腫
大（
子

宮
腺
筋
症
の
傾
向
、月
経
痛
）、卵
巣
正
常

大
、排
卵（
＋
）（
月
経
周
期
十
二
日
〜
十
八

日
）。そ
こ
で
、枳
実
、桂
枝
、茯
苓
、桃
仁
、

牡
丹
皮
、黄
耆
、人
参
、甘
草
、芍
薬
、地
黄
、

柴
胡
、大
黄
を
処
方
。二
ケ
月
後
、月
経
痛

消
失
、便
通
一
日
一
回
。八
ヶ
月
後
妊
娠
。胎

児
新
音
が
確
認
で
き
る
ま
で
漢
方
薬
を
継

続
。妊
娠
三
八
週
五
日
、三
二
〇
〇
㌘
男
児

を
出
産（
経
膣
）。

　

三
十
七
歳
女
性
、慢
性
膵
炎
、時
々
心
下

部
及
び
背
中
痛
、疲
労
し
や
す
い
、下
痢
傾

向
。顔
色
両
側
頬
紅
潮
。腹
部
は
力
が
な
く
、

胃
内
停
水
、胸
脇
苦
満
、心
下
痞
、臍
上
悸
。

脈
は
沈
細
遅
。そ
こ
で
、六
君
子
湯
＋
柴
胡

桂
枝
湯
＋
安
中
散
を
処
方
。一
ケ
月
後
、心

下
痛
及
び
背
中
痛
及
び
下
痢
軽
減
。一
年

後
、一
ヶ
月
に
一
度
程
度
軽
く
心
下
及
び
背

中
に
痛
み
が
あ
る
。三
年
後
、痛
み
は
三
ヶ

月
に
一
度
に
減
少
。五
年
後
現
在
も
服
用

中
。
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スーパーライザー（神経照射）
赤い温かい光（近赤外線）で血行をよくし、腰痛、肩こり、
五十肩、膝の痛み、ムチウチ、捻挫、アトピー性皮膚炎、
花粉症、ストレス・・・などの治療に利用しています。 

・快歩楽

予防接種　ワクチン接種
子宮頚癌予防ワクチン、インフルエンザ（季節型、新型）、ＢＣＧ 
三種混合（ＤＰＴ）、麻しん・風しん（ＭＲ）、日本脳炎、水ぼうそう、
おたふくかぜ、Ｈ i ｂ（インフルエンザ菌ｂ型）、
肺炎球菌ワクチン（小児用　プレベナー）（高齢者）、その他

皮内針　針管付き鍼
皮内針の長さは１～２ｍｍ、針管付き鍼の長さは３０ｍｍ、
いずれの鍼も刺す時の痛みはありません。肩こり、膝関節痛、
腰痛、足の痛、筋肉痛、頭痛・・・の治に適しています。  



片倉鶴陵(１７５０～１８１３）(江戸中期)

４Ｄ外来（助産師）

妊娠２０週までに受付で予約して下さい。ご予約には、
分娩予約カードが必要です。予約された方には、母と子のてびき、     

入院誓約書、直接支払い制度合意書をお渡しします。     

助産師が４Ｄを実施します（およそ30分）。お腹の赤ちゃんの
様子が映し出されます。ご希望の方は予約してください。     
木曜日と土曜日（掲示をご覧下さい）     

産後相談と母乳相談（有料）（乳房マッサージ）をしています。　　     
午後2時～2時30分、2時30分～3時、3時～3時30分。     
日程は掲示板やホームページでお確かめください。（電話予約可）     

正常分娩の場合入院日を含めて入院期間は６日間です。     
初産婦の方、経産婦の方も同じ入院日数です。     
分娩希望の方はすべて受け付けています。      

当院は里帰り出産を受付けています。妊娠２３～２５週（母体     
と赤ちゃんの状態をチェックします）に1度診察においでくだ     
さい。当院での妊婦健診は妊娠３４週から受けてください。     

産後健診と1ケ月、2ケ月、3ケ月健診をしています。     
日時：毎週水、金曜日　正午～午後0時30分（有料）     

分娩により重度の脳性麻痺となった児及びその     
家族の経済的負担を補償し、原因分析と再発     
防止策を講ずるための制度。当院で通院方に、     
登録証を発行しています（妊娠16～22週）。     
詳細は受付でお聞きください。     

心のこもった手作り料理です。素材、味付け、メニュー・・・など、     
絶えず工夫し研究しています。     

パソコンホームページ（http://www.ukita.gr.jp）

４Ｄ外来４Ｄ外来

3時30分まで

  4D外来   掲示板を確認して申し込んでください。お母様のお腹の中で生活するお子様が見えます。

                                                                                                               
立会分娩ご希望の方は特にご参加をお薦めします。（申込ノートにお名前の記入をお願いします。   母親教室では
「母と子のてびき」にそって、お話をすすめていきます。 ご夫婦でのご参加も多くご主人様もお気軽にご参加ください。                                                                                                                
参加時には「母と子のてびき」「母子手帳」を忘れずにお持ち下さい。

場所：当院別棟　多目的ルーム　申込方法：申込ノートでご予約お願いします。 

マタニティヨガ・ママヨガのご案内

マタニティヨガ土曜日開催のお知らせ・・・

当院では以前よりマタニティヨガを実施し多くの方から支持を得て参りましたが、産後のマ
マさんからのご要望により、ママヨガ（産後ママ）を始めることになりました。慣れない子育て環境で少しでも「ママのリラクゼーション」を目的としていま
す。お一人でもお子様とでも自由に参加して頂き、ママヨガでのママ友と情報を共有してリラックスした楽しい一時をお過ごしください。
＊日程は当院受付にてご案内いたしております。

これまでマタニティヨガは各週水曜日のみの開催でしたが土曜日を希望される
方がとても多く、６月より月に一度の予定でマテニティヨガを始める事になりました。ふるってご参加ください。（各週水曜日も好評開催中）
＊日程は当院受付にてご案内いたしております。

産科医術の開発者として、世界に先がけた数々の業績をあげ、その治療経験を著述することに命をかけた。「躋寿館」の多紀元悳から「広く
文献を調べ、その宜しさを探る」（考証派）、春泰（前野良沢門人）から蘭方（オランダ医学）、賀川玄迪（京都）から賀川流産科を学び、『徴癘
新書』『傷寒啓徴』『産科発蒙』『屠蘇考』『静倹堂治験』『青嚢瑣探」『医学質験』などを著した。また、世界で最初に係蹄法（シュリンゲ）による
鼻茸離断法を実施、日本で初めて産科鉗子の使用法を紹介した。
        

母親教室のご案内

8月6日（土） 9月10日（土）13：30～15：30 8月13日（土）/27日（土） 9月7日（水）/17日（土）10月5日（水）/15日（土）13：30～15：30


